
市政のひろば 12 月号「ご家庭の家具等固定について」のアンケート結果 

 

平成 27 年 12 月号の広報にて行った、ご家庭の家具等固定についてのアンケートの 

集計結果は以下のとおりです。 

 

■ 回答者の内訳 

全回答者：152 （単位：人） 

【性別】 

 

 

 

 

 

【年代】 

 

 

 

 

 

【職業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全回答者 152

男性 99

女性 50

無回答 3

会社員 14

自営業 7

公務員 31

パート・
アルバイト

11

生徒・学生 2

主婦・主夫 23

無職 59

無回答 5

～２０歳代 9

３０歳代 8

４０歳代 14

５０歳代 26

６０歳代 38

７０歳代～ 55

無回答 2



 

 

 

問１ あなたのお住まいの家具等は固定してありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 家具等の固定をしていない理由をお聞かせください。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○その他の意見 

・忙しいから 

・やらなければと思っている 

・人的被害があると思われる所は固定 

・手がまわらない 

 

 

 

 



 

 

 

問３ あなたのお住まいの家具等固定の実施状況を教えてください。 

 

１ 食器棚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ タンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 家電 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

問４ その他ご意見がありましたら、自由にお書きください。 

 

・食器類の扉やガラスにフィルム貼りをしている。 

・冷蔵庫の固定法がわからない（大型）。 

・お金がかかる。 

・ひとり暮らしなので出来ない。大工さんに頼むかどうか迷っている。 

・何もしていない 

・設置する工具と部品等の取扱がわからない。 

・全てしたいと思うが時々移動する。 

・女性では出来ない。 

・もう一度見直しやれる事をやりたいと考えています。 

・アンケートの回答を分かりやすくしてほしい。 

・自分の家に穴をあけるのはためらわれる。吊り下げ証明はない。 

・市職員での防災訓練をやったほうがいいと思う。 

・タンスは基本的にタンス部屋にまとめてあるので、居室にはほとんど家具が無い状態に 

することで対策している。シーリングライトです。 

・アパートだから勝手なことが出来ないがタンス・本箱・冷蔵庫・フリー棚等背の高い家 

具は天井までダンボールを積んでとりあえず動かないようにしている。 

・自分ではできない。お金を掛けて他人に頼むことも大変です。 

・取り付けにお金がかかる。器具の一つ一つが値がはりすぎ壁には無理、穴をあけてもい 

いが壁がやぐい。意味がない。 

・タンスは 2ケ、収納庫にまとめて配置。 

・固定器具もタダではない。“万が一”の出費に重きを置くか今必要な物事に重きを置く 

か。津島市の予算といっしょで年間の家庭での予算というものがあります。津島市が予 

算が無いから“○○事業”は出来ないとか言うのと同じ事。家庭での予算が無ければ安 

全対策は二の次、三の次になるのは、当たり前では・・・。 

・家具などの固定をしている家庭の人の話や意見、写真を広報に載せて市民に参考にして 

もらえるようにすると良いと思う。 

・ひとりぐらしなのでなかなか出来ない。市から紹介して頂けると良い。 

・私の住んでいる所では余り収入の多い人が少ないのでもう少ししらべて下さい。 

・Ｌ型金具、ベルト、チェーン等で固定しているので足元ストッパーは無くてもよいかと 

思って使用してない。 

 

 

 



 

 

 

・どの固定金具を使用していいのか分からないので教えて頂ける場があるとうれしい（冷 

蔵庫扉等）。 

・震災の際の安全な場所への避難経路を町内ごと具体的に示してほしい。 

・柱にくぎを打ちつけて針金でとめてある。 

・家具、冷蔵庫、ピアノなど固定しようと思いました。 

・自宅の基礎のかさ上げがしたい。 

・スーパー堤防（海岸及び木曾三川、日光川等の）破堤時（地震液状化）の浸水予想（時 

間・水位等）がみられる方法がありますか？ 

・壁固定式です。 

・家が弱い。 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

これらの結果を受け止め、さらに多くの方に家具等の固定をしていただけるよう、より一層

の情報発信と啓発活動に努めてまいります。 


